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　気候変動に伴い、自然災害が激甚化、頻発化する中で、
ここ加茂川でも鳥羽河内ダムを整備していかなければ、
そのリスクが高まり、危険度が増していきます。
　国土交通省では流域治水の考え方に基づき、いろいろ
な施策を組み合わせて水害に立ち向かっていこうとして
います。その効果を上げる根幹がダムであり、こうした
施設整備を進めるだけでなく、流域の住民の方々による
ソフト対策を合わせて行っていきます。
　平時に水をためない流水型ダムでは一定の実績はあり
ますが技術的困難さもあり、県の皆さまもいろいろ試験
をされて（鳥羽河内ダムの）形を決められたということ
です。下流の被害軽減のために技術の粋を尽くしながら、
しっかり環境にも配慮した新しいダムの完成を待ちわび
ております。
　流域の方々の協力を得て、施工業者の方々には安全に
しっかりと施工し、一日も早い完成を目指していただき
たい。

　（式典祝辞から抜粋）

　当ＪＶでは（令和５）年月に現場に乗り込みま
した。昨年末に本体工事のコンクリート打設に着手し、本
日無事に定礎式を迎えることができましたのも三重県、
国の関係官庁の皆さま、そして地域の皆さまのご指導、
ご協力、ご理解のたまものと心より感謝申し上げます。
　この節目を迎え、改めて流域治水による安全確保とい
う事業目的の重要性と、地域の皆さまの長きにわたる思
い、期待を感じて身が引き締まる思いです。
　工事はまだまだ道半ばで、来年春のコンクリートの打
設完了を目指しております。２年後の工事完了、引き渡
しまでの期間中、ご迷惑をおかけすることもあろうかと
思いますが、施工するＪＶパートナーと多くの協力会社
の方々と連携し、皆さまの期待に応えてまいります。
　工期内に品質の良いものを無事故・無災害でお引き渡
しすることを、この場を借りてお誓い申し上げます。

　（式典あいさつから抜粋）

　２年前、鳥羽河内ダムの起工式がこの場で行われたの
を昨日のように思い出します。施工者の皆さまに大変ご
尽力いただき、本日の定礎式にこぎ着けたことを心より
お礼申し上げます。
　このダムは調査に着手したのが年前の（昭和）
年、事業化されたのが年前の（平成９）年です。
紆余曲折あり、途中で足踏みをした時もありました。皆
さまの命を守るためにダムはなくてはならないものであ
り、特に地元の地権者の皆さま、先祖代々の土地をご提
供いただいた方、工事関係でご迷惑をおかけしている方、
自治体の皆さまに心からのおわびと感謝を申し上げま
す。
　こちらでは集中豪雨で大きな被害が発生し、残念なが
ら命をなくされた方もおられ、心から哀悼の意を表しま
す。当時、今で言うところの線状降水帯に襲われ、そう
した災難から守るダムになります。
　このダムは県内初の流水型ダムとなり、土砂や魚類の
移動など、自然に近い物質循環が維持されます。まだ時
間はかかりますが、皆さまの力を頂戴してダムが完成し、
住民の命をずっと守っていくことを心から祈念します。

　（式典式辞から抜粋）

　地元にとっては年来の念願の事業であり、本日の定
礎式を迎えて喜びもひとしおだと思います。
　昨今の気候変動は非常に厳しいものがあり、また河川
の水が流出してもおかしくないと心配しているところで
す。加茂川では（昭和）年と（同）年に大き
な氾濫被害があり、当時、非常にショックを受けたのを
覚えています。この間、河川を改修しながら安心を保っ
ていますが、あらためてダムが整備されることに市民も
大変喜んでいます。
　（定礎式の会場である）加茂中学校は先日閉校式を行
い、閉じることになりましたが、（最後の）卒業生人
が礎石に１文字ずつ書き記し、地元の過去に思いをはせ
ました。ここで育った子どもたちの思いがダムの中に埋
められ、年、年と続くであろう治水の礎になるこ
とは、地元にとって大きな誇りだと思います。

　（式典祝辞から抜粋）

　
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
洪
水
を
繰
り
返
し


流
域
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
き
た
三
重
県
南

部
を
流
れ
る
加
茂
川
水
系

県
が
同
水
系
の
治
水

計
画
の
一
環
で
整
備
を
進
め
て
い
る
﹁
鳥
羽
河
内

ダ
ム
﹂
の
定
礎
式
が
３
月

日

鳥
羽
市
内
の
加

茂
中
学
校
で
開
か
れ
た

式
典
に
は
県
や
市

地

元
住
民
の
ほ
か

国
会
議
員
や
国
土
交
通
省

施

工
関
係
者
ら
が
多
数
出
席

ダ
ム
本
体
工
事
で
の

大
き
な
節
目
の
定
礎
を
祝
う
と
と
も
に

工
事
の

安
全
と
早
期
完
成

ダ
ム
の
安
泰
と
永
久
堅
固
を

祈
願
し
た

施
工
は
前
田
建
設
・
水
谷
建
設
・
磯

部
建
設
工
業

が
担
当
し
て
い
る


ダム式万歳三唱とくす玉開披

現場全景

■
工
　

事
　

場
　

所
：
三
重
県
鳥
羽
市
河
内
町

■
事
　

業
　

主
　

体
：
三
重
県

■
型
　
　
　
式
：
重
力
式
コ
ン
ク
リ

ト
ダ
ム

︵
流
水
型
︶

■
堤
　
　
　
高
：



■
堤
　
頂
　
長
：
１
７
６
・
５


■
集
　

水
　

面
　

積
：
約

・
６
平
方



■
総
貯
水
容
量
：
約
２
９
６
万
立
方


■
完
　

成
　

予
　

定
：
２
０
２
８
年
度

完成イメージ

コンクリートバケットによる埋納

式典で演奏された九鬼水軍太鼓

斎鏝（いみごて）の儀

鎮定（ちんてい）の儀

斎槌（いみづち）の儀

工事概要をスクリーンで説明

鳥羽河内ダム
作業所長
中島　秀樹

よ
り
良
い
品
質
で

安
全
に
施
工

　
こ
の
ほ
ど
定
礎
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が

ま
だ
こ
こ
は
折
り
返
し
地
点
に

す
ぎ
ま
せ
ん

引
き
続
き
よ
り
良
い
品
質
の

ダ
ム
の
完
成
に
向
け

安
全
作
業
で
事
故
な

く
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す


　
施
工
に
当
た
り

地
元
の
皆
さ
ま
に
は
い

ろ
い
ろ
と
バ

ク
ア

プ
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す

今
後
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
払

て
ま
い
り
ま
す


　
鳥
羽
河
内
ダ
ム
建
設
事
業
は
１
９
９
７

︵
平
成
９
︶
年
に
新
規
ダ
ム
建
設
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ

事
業
着
手
し
ま
し
た

そ
の

後

皆
さ
ま
か
ら
大
切
な
用
地
を
提
供
い
た

だ
き

現
場
で
は
資
材
搬
入
路
と
な
る
工
事

用
道
路
か
ら
整
備
を
進
め

事
業
採
択
か
ら


年
を
経
て
２
０
２
３
︵
令
和
５
︶
年
度
に

ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た


　
現
在

ダ
ム
本
体
建
設
工
事
の
ほ
か

各

設
備
工
事
や
ダ
ム
上
流
部
の
市
道
付
け
替
え

工
事
な
ど

複
数
の
工
事
を
同
時
に
進
め
て

い
ま
す

ダ
ム
本
体
建
設
工
事
で
は

年


月
か
ら
開
始
し
た
掘
削
が
お
お
む
ね
完
了

し

現
地
に
設
置
し
た
日
本
最
大
級
の



つ
り
タ
ワ

ク
レ

ン

こ
ち
ら
も
日
本
最

大
級
の
６
立
方

の
コ
ン
ク
リ

ト
バ
ケ


ト
を
使
用
し


年

月
か
ら
本
格
的
に
堤

体
コ
ン
ク
リ

ト
の
打
設
を
始
め
て
い
ま

す


　
鳥
羽
河
内
ダ
ム
の
本
体
建
設
工
事
は

こ

れ
か
ら
工
事
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す

河
内

町
や
岩
倉
町
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
地
域
に

お
い
て

事
前
防
災
の
考
え
方
に
基
づ
く
治

水
対
策
の
要
と
な
る

非
常
に
重
要
な
施
設

で
す


　
工
事
期
間
中
は
地
域
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら


年
度
に
予
定
し
て
い
る
試

験
湛
水
の
開
始

そ
し
て

年
度
の
事
業
完

成
と
い
う
目
標
に
向
け

こ
れ
か
ら
も
安
全

を
最
優
先
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す



